












































































































































































































































































































































図 2 行幅（宣慶本Ｄ） 国文学研究資料館蔵 
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列帖装１帖（4折） 列帖装（6折） 列帖装（4折） 列帖装（4折） 列帖装（4折）
16．3×16．8 16.6×18．3 16.1×17．6 17．6×14．4 18．3×15．4
10行 10行 10行 10行 10行
12.7 13.1 12.9 13.4 15.3
14.5 14.35 14.4 11.3 11.8
いけともえあはて いけともえあはて いけともえあはて いけともえあはて いけともえあはて
いといたう いといたう いといたう いといたふ いといたふ
やつはしといひける やつはしといひける やつはしといひける 八橋とはいひける 八橋とはいひける
すゝろなるめをみることゝおもふに すゝろなるめをみることゝ思ふに すゝろなるめをみることゝ思ふに すゝろなるめを見ることゝおもふに すゝろなるめを見ることゝ思ふに
いとおほきなる河あり いとおほきなる河あり いとおほきなる河あり ＊いとおほきなる河有けり ＊いとおほきなる川ありけり
あれはの松 あれはの松 あれはの松 あれはのまつ あれはの松
心うつくしく 心うつくしく 心うつくしく 心うつくしう 心うつくしう
こと人にもにす こと人にもにす こと人にもにす こと人にもにす こと人にもにす
さくらの盛に さくらのさかりに 桜の盛に さくらのさかりに 桜のさかりに
おとこも女も おとこも女も 男も女も 男も女も 男も女も
すきにけらしな すきにけらしな すきにけらしな すきにけらしな すきにけらしな
＊ナシ こひつゝそふる こひつゝそふる 恋つゝそふる 恋つゝそふる
ちきりたりけるに ちきりたりけるに ちきりたりけるに ちきりたりけるに ちきりたりけるに
しりにたちて しりにたちて しりにたちて しりにたちて しりにたちて
おもほえす袖にみなとの おもほえす袖にみなとの おもほえす袖にみなとの おもほえす袖にみなとの おもほえす袖にみなとの
さはくかな さはくかな さはくかな さはくかな さはくかな
こさりけるおとこ こさりけるおとこ こさりけるおとこ かのこさりける男 かのこさりける男
よしや草葉よ よしや草はよ よしや草葉よ よしや草葉よ よしや草葉よ
さ社いへまた さ社いへまた さ社いへまた さこそいへまた さこそいへまた
いとかしこくめくみつかう いとかしこくめくみつかう いとかしこくめくみつかう いとかしこくめくみつかう いとかしこくめくみつかう
家とうし いゑとうし 家とうし ＊家とうしに 家とうしに
たかうとひあかる たかうとひあかる たかうとひあかる たかくとひあかる たかくとひあかる
あさましくえたいめんせて あさましくえたいめんせて あさましくえたいめんせて あさましくえたいめんせて あさましくえたいめんせて
かさなりちまき かさなりちまき かさなりちまき かさりちまき かさりちまき
をこせたりける をこせたりける をこせたりける をこせたりける をこせたりける
夢路をたとる 夢路をたとる 夢路をたとる 夢路をたとる 夢路をたとる
ありけれはこのおとこ ありけれはこのおとこ 有けれはこのおとこ 有けれはこの男 ありけれはこの男
われをはしらすや われをはしらすや われをはしらすや 我をはしらすや 我をはしらすや
まさりかほなき まさりかほなき まさりかほなき まさりかほなみ まさりかほなみ
おとこ女 男女 男女 男女 おとこ女
かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ
いとゝかなしきこと いとゝかなしきこと いとゝかなしきこと いとかなしき事 いとかなしきこと
此男は人の国より 此男は人の国より 此男は人の国より この男は人の国より この男は人の国より
女もはたいとあはしとも思へらす 女もはたいとあはしとも思へらす 女もはたいとあはしとも思へらす ＊女もはたいとあはしともおほえす ＊女もはたいとあはしともおほえす
女のねやもちかく有けれは 女のねやもちかく有けれは 女のねやもちかく有けれは 女のねやもちかく有けれは 女のねやもちかく有けれは
こよひ こよひ こよひ こよひ こよひ
かさなる山にあらねとも かさなる山にあらねとも かさなる山にあらねとも かさなる山はへたてねと かさなる山はへたてねと
春宮のみやすむ所 春宮のみやすむ所 春宮のみやすん所 春宮のみやすむ所 春宮のみやすむ所
山科のせむしのみこ 山科のせむしのみこ 山しなのせむしのみこ 山しなのせむしのみこ やましなのせむしのみこ
さるにかの大将 さるにかの大将 さるにかの大将 さるにかの大将 さるにかの大将
たいしきのしたに たいしきのしたに たいしきのしたに いたしきの下に いたしきのしたに
となむよみけるは となんよみけるは となむよみけるは となむよみけるは となむよみけるは
おもひいてゝ聞えけり 思ひいてゝ聞えけり 思ひいてゝ聞えけり おもひ出てきこえけり おもひいてきこえけり
哥をよみてやれりけり うたをよみてやれりけり うたをよみてやれりけり 哥をよみてやれりける うたをよみてやれりける
＊ゑうのすけともあつまりてきにけり ゑうのすけともあつまりきにけり ゑうのすけともあつまりきにけり ゑふのすけともあつまりきにけり ゑふのすけともあつまりきにけり
石のおもてに 石のおもてに 石のおもてに 石のおもて 石のおもて
あまのいさり火 あまのいさり火 あまのいさり火 あまのいさり火 あまのいさり火
わかすむかたのあまのたく火か わかすむかたのあまのたく火か わかすむかたのあまのたく火か 我すむかたのあまのたく火か 我すむかたのあまのたく火か
かくもにほふらめ かくもにほふらめ かくもにほふらめ かくもにほふらめ かくもにほふらめ
秋まつころをひ 秋まつ比をひに 脱文 秋たつころをひに 秋たつころをひに
此女のせうと 此女のせうと 此女のせうと 女のせうと 女のせうと
＊けれはこの女 されはこの女 されはこの女 ＊さりけれはこの女 ＊されけれとこの女
四十の賀 四十の賀 四十の賀 四十の賀 四十の賀
よきさけあるときゝてうへに有ける左中弁 よきさけありときゝてうへに有ける左中弁 よきさけありときゝてうへに有ける左中弁 よきさけありときゝてうへに有ける左中弁 よきさけありときゝてうへに有ける左中弁
＊かくるゝ人あふみ かくるゝ人おほみ かくるゝ人おほみ ＊かくるゝ人あふみ ＊かくるゝ人あふみ
かのあるしなる人 かのあるしなる人 かのあるしなる人 かのあるしなる人 かのあるしなる人
いにしへは いにしへは いにしへは いにしへは ＊いにしへの
ねむ比にいひちきりける ねん比にいひちきりける ねん比にいひちきりける ねん比にいひちきりける ねむころにいひちきりける
おきのゐてみやこしま おきのゐてみやこしま おきのゐてみやこしま おきのゐみやこしま おきのゐてみやこしま




A B C D
所蔵整







装訂 列帖装（4折） 列帖装（3折） 列帖装（3折） 列帖装（6折）
書型 16．9×17．4 16．6×18．0 22．1×17．0 15．9×17．4
行数 10行 10行 10行 10行
字高 13.1 14 19.7 13
行幅 13.4 15 14.4 14.3
1 5段 いけともえあはて × × いけともえあはて
2 5 いといたく × × いといたう
3 9 やつはしとはいひける × × やつはしといひける
4 9 すゝろなるめをみることとおもふに × × すゝろなるめをみることゝおもふに
5 9 いとおほきなる川あり × × いとおほきなる河あり
6 14 あれはの松 × × あれはの松
7 16 心うつくしう × × 心うつくしく
8 16 ことに人にもにす × × こと人にもにす
9 17 さくらのさかりに × × 桜の盛に
10 23 おとこも女も × × おとこも女も
11 23 すきにけらしな × × すきにけらしな
12 23 こひつゝそぬる × × ＊ナシ
13 24 ちきりたりけるを × × ちきりたりけるに
14 24 しりにたちて × × しりにたちて
15 26 おもほえす袖にみなとの × × おもほえす袖にみなとの
16 26 さはくかな × × さはくかな
17 27 かのこさりけるおとこ × × こさりけるおとこ
18 31 よしや草葉よ × × よしや草葉よ
19 40 さこそいへいまた × × さこそいへまた
20 43 いとかしこくめくみつかう × × いとかしこくめくみつかう
21 44 いゑとうし × × いゑとうし
22 45 たかくとひあかる × × たかうとひあかる
23 46 あさましくえたいめんせて × × あさましくえたいめんせて
24 52 かさりちまき かさりちまき かさりちまき かさなりちまき
25 52 をこせたりける をこせたりける をこせたりける をこせたりける
26 54 夢路をたとる 夢路をたとる 夢路をたとる 夢路をたとる
27 58 有けれはおとこ ありけれは男 有けれは男 有けれはこのおとこ
28 62 われをはしるやとて 我をはしらすや われをはしらすや われをはしらすや
29 62 まさりかほなみ まさりかほなみ まさりかほなみ まさりかほなき
30 64 おとこ女 男女 おとこ 男女
31 65 かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ かくかたはにしつゝ
32 65 いとゝかなしきこと いとかなしきこと いとゝかなしきこと いとゝかなしきこと
33 65 このおとこは人の国より この男は人の国より この男は人の国より 此男は人の国より
34 69 女もはたあはしともおもへらす 女もはたあはしともおもへらす 女もはたあはしとも思へらす 女もはたいとあはしとも思へらす
35 69 女のねやもちかくありけれは 女のねやもちかく有けれは 女のねやもちかくありけれは 女のねやもちかく有けれは
36 69 こよひ こよひ こよひ こよひ
37 74 かさなる山はへたてねと かさなる山はへたてねと かさなる山にあらねとも かさなる山にあらねとも
38 76 春宮のみやすん所 春宮のみやすむ所 春宮のみやすむ所 春宮のみやすむ所
39 78 山しなのせむしのみこ 山しなのせむしのみこ 山しなのせむしのみこ 山科のせむしのみこ
40 78 さるにこの大将 さるにかの大将 さるにかの大将 さるにかの大将
41 81 いたしきのしたに たゐしきのしたに たいしきのしたに たいしきの下に
42 81 となむよみける となむよみけるは となむよみける となむよみけるは
43 83 おもひ出てきこえけり 思ひいてゝきこえけり おもひいてゝきこえけり 思ひいてゝ聞えけり
44 86 哥をよみてやれりける ＊哥よみてやれりける 哥をよみてやれりけり うたをよみてやれりけり
45 87 ゑうのすけともあつまりきにけり ＊ゑよふのすけともあつまりきにけり ゑうのすけともあつまりきにけり ゑうのすけともあつまりきにけり
46 87 いしのおもてに 石の面に いしのおもてに 石のおもてに
47 87 あまのいさりする火 あまのいさりする火 あまのいさりする火 あまのいさり火
48 87 我すむかたのあまのたく火か わかすむかたのあまのたく火か 我すむかたのあまのたく火か わかすむかたのあまのたく火か
49 90 かくもにほふらめ かくもにほふらめ かくもにほふらめ かくもにほふらめ
50 96 秋たつころをひに 秋たつ比をひに あきまつころをひに 脱文
51 96 この女のせうと 脱文 女のせうと 脱文
52 96 されはこの女 ＊さりけれはこの女 されはこの女 脱文
53 97 四十の賀 四十の賀 四十の賀 四十の賀
54 101 よきさけありとうへにありける左中弁 よき酒有と聞て上に有ける左中弁 よきさけありときゝてうへにありける左中弁 よきさけありと聞てうへにありける左中弁
55 101 ＊かくるゝ人あふみ ＊かくるゝ人あふみ ＊かくるゝ人あふみ かくるゝ人おほみ
56 107 かのあるしなる人 このあるしなる人 かのあるしなる人 かのあるしなる人
57 111 いにしへは いにしへは いにしへは いにしへは
58 112 ねむころにいひちきれる ねん比にいひちきれる ねんころにいひちきりける ねん比にいひちきりける
59 115 おきのゐて宮こしま おきのゐみやこしま おきのゐて宮こしま おきのゐてみやこしま


















みられる。そのひとつが、第九段「宇津の山」 挿絵に関する描写である。これは、東へ下る男が修行者と宇津の山で出会う場面だが、修行者が背負う笈を見 と、上部へうねった棒のようなものが伸びている【図３】 。これは嵯峨本の同じ場面にはな 描写である【図４】 。一方、宣慶本Ｄを見てみ と、棒が上へ向かって伸びており、しかも二本に増えいるのが確認でき 【図５】 。
 
 




図 4 慶長一三年刊嵯峨本（部分） 国文学研究資料館蔵 
 
 



























































































1 ) 松田敬之氏『次男坊たちの江戸時代―公家社会の〈厄介者〉―』 （吉川弘文館、二〇〇八年）
 
(




3 ) このほか、 『八雲神詠口訣』の伝受本を有していたことを野上潤一氏が指摘している。 （平成二九年度和歌文学会・仏教文学会・説話文学会合同特別例会「中世古今集注釈とテクスト・信仰・学問」口頭発表）
 
(
4 ) 永井一彰氏『俳諧短冊手鑑』 （八木書店、二〇一五年）に紹介されている。
 
(
5 ) 滋岡長平氏「神主滋岡家歴代の人物像とその事績について」 （ 『大阪天満宮史の研究』 、思文閣出版、一九九一年） 。
 
(
6 ) 伊藤慎吾氏「雅人と絵巻制作―国立国会図書館蔵『平家物語絵巻』について」 （ 『中世物語資料と近世社会』 三弥井書店、二〇一七年）は宣慶奥書を持つ平家物語絵巻について詳しく検討し、 あわせて宣慶書写の『三十六人歌合』 （東京成徳学園十条台キャンパス図書館蔵） 、 『源氏物語（横笛） 』 （筑波書店古書目録、平成二四年一月号）の存在を指摘する。また、知念理氏「大宮神社（山鹿市）の土佐光起筆 「三十六歌仙図扁額」 ―和歌筆者・
葛
岡宣慶に注目して―」 （ 『美









































イクロフィルムが収められるほか、山本登朗氏編『伊勢物語 本集成』 （竹林舎、二〇一一年）に全冊が掲載されており便利である。なお、 同板と推測される本を横 重氏が戦前に二点 有していたこと、 「嵯峨本よりも、もっと珍本」という認識であっ 書物捜索』上（角川書店、一九七八年）に記される。
 
(
14 ) 上野洋三氏『元禄和歌史の基礎構築』 （岩波書店、二〇〇三年） 、神作
研一氏 『近世和歌史の研究』 （角川学芸出版、 二〇一三年） などによる。
 
(
15 ) 「書本屋について」 （ 『東海近世』六号、一九九三年一 月） 。母利氏はまた、 書本屋が筆工に発注する際には親本と料紙を届けたと推定している。 宣慶 の本文を検討するうえでも興味深い指摘である。また、浜田啓介氏「草子屋仮説
初出『江戸文学』八号、一九九
二年三月 改稿『近世小説・営為と様式 関 私見 、京都大学学術出版会、一九九三年）は に既成の絵草子・商品の蓄積があったと推定されており、 本稿でとりあげた絵 括り 転用を考える上でも注目される。
 
 〈付記〉
 
 
本稿は平成二八年一二月一〇・一一日に東洋文庫で開催された国際シ
ンポジウム「絵入り本と日本文化」および平成三〇年五月三一日に国文学研究資料館で開催されたシンポジウム「魅惑の鉄心斎文庫―伊勢物語の〈文化史〉―」において行った口頭発表をもとにしています。貴重なご教示やご意見を賜った山本登朗氏、佐々木孝浩氏、浅野秀剛氏、横井孝氏、佐藤悟氏、神作研一氏、小髙道子氏、川平敏文氏、齋藤真麻理氏、大口裕子氏、谷川ゆき氏、恋田知子氏に御礼申し上げます。
 
 
また、資料の掲載や調査をお許しくださった松井文庫、八代市立博物
館、静嘉堂文庫、鶴見大学をはじめ、関係者の方々に感謝いたします。
 
 
最後に、長年にわたり伊勢物語蒐集と保存に取り組んでこられた芦澤
新二氏・美佐子氏に深い敬意と謝意 表します。
 
